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金
沢
大
学
を
象
徴
す
る
の
が
石
川
門
だ
と
す
れ
ば、ペンシルベニア大学のそれは中央図醤館
で
あ
る
。
図
書
館
前
の
通
路
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
銀
座
通
り
で
あ
り
、
こ
の
図
書
館
を
パ
ッ
ク
に
写
真
を
と
れ
ば
、
ペ
ン
大
で
の
記
念
写
真
に
な
る
。
も
う
八
十
年
と
い
う
年
数
を
経
た
古
い
建
物
な
の
だ
が
、
な
かなかにいかめしく、みごとに蔦の葉でおお
われて、伝統と偉容を誇っている。
□
税
関
の
よ
う
な
検
閲
この図書館の入口には、廻転扉のような概
木が通せん棒をしており、これを押して通過
すると入館者数がカウンターで数えられるよ
うになっている。利用者の数がどれくらいい
るかは聞いたことがないが、蔵書数が十年耐
で百七十万Ⅲということだったから、大学関
i璽璽Ｉ
●
●
●
●
●
●
●
●
 
各国図書館めぐり（その四）
、ヘンシルペーーァ大学図書館
』Ｌｏと
こ
ろ
が
友
人
の
話
で
は
、
盗
み
出
し
た
い
本
を
窓から投げ出しておいてあとで拾うという手
合
い
も
い
ろ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
し
、
大
学
新
聞
に
は「検閲が黒人学生に格別厳重なのは人種差
別だ」という投書が戦ったこともあるから、
ま
っ
た
く
問
題
が
な
い
わ
け
で
も
な
さ
そ
う
で
あ
孑勾ｏ
□
罰
金
制
度
借用図書の返還期限が守られない点は、古
今東西を通じての問題だろうが、ペン大では
（他のアメリカの大学でも同様だったが）罰
金
制
度
が
と
ら
れ
て
い
た
。
罰金の額は、木の種類によって差があり、
儀出期間が二週間以上のふつうの本なら、廷
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ペンシルベニア大学図書館
柵一日につき２セント、貸出期間三日以内と
いう順用図書だと延滞一日につきｎセントが
標準であった。ところが指定図書ともなると
罰
金
領
が
う
ん
と
重
く
な
る
。
よく知られているように、アメリカの大学
では実に多数の図書が必読文献として指定さ
れ、学生はそれを読むのに必死になる。よほ
どの金持ちなら自分で購入するが、大部分の
学生は図書館の指定図書室を利用する。多く
の学生が同じ時期に殺到するから、どうして
も
本
の
奪
い
合
い
に
な
る
。
同
じ
木
が
多
数
そ
ろ
え
てあるのだが、場合によっては「この本は一
人が二時間以内」というように時間制限が設
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
指
定
図
書
の
貸
出
し
は
午
後８時以後に限られ、翌朝９時阻分までに返
却せねばならぬ。これを過ぎると文句なしに
妬セントを払わねばならず、ｎ時をすぎると
別セント、以下一日増すごとに別セント、一
週間をこえると倍額徴集という次第。
□もう一つの指定図書・
検閲だ、罰金だ、というと何だか殺伐とし
た図書館のように思われたかもしれないが、
実情は文字通り学生の憩いの場であり、地下
のコーヒーラウンジなどは、デートの待ち合
いの場所として代表的なものの一つだった。
こ
こ
で
と
く
に
触
れ
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
も
う
一つの指定図書コーナーのことである。こち
らの方には教授の指定でなく、ライプラリア
ンの指定した図書が並べてある。わたしのい
た頃は、ケネディが平和部隊を唱導していた
こともあって、発鵬途上圃の文献が一まとめ
になっていたが、この例のように、学生が関
心をもっているトピックスを選んで、ライブ
ラリァンが関係文献を椎せんして対、。わた
しが挫蕊の害を説いた「沈黙の存」哲硫んだ
のはここであり、環境汚染問題の川火をきっ
たこの木をいち早くとりあげていたライプラ
リァンの見繊には、今さらながら敬意を覚え
る。偽…しｉｉｉ…二教養部助教授：多田；治夫！；
「金沢出身の北条時敬は蔵書一万冊を日本
青年館、広島高師、石川県立図書館、四高図
書館等に分割寄贈した。うち県内の両図書館
へは二、○○○冊」。「市史年表金沢の百年」
には昭和二年三月七日の新聞記事を斯く無造
作
に
転
戦
し
て
い
る
。
，
北
条
先
生
は
教
育
界
を
退
い
た
後
も
宮
中
願
間
宮
、
貴族院
議
員の身分で
あった
が、その償
素
な生活ぶりには訪門者が驚いた位だそうであ
る。病のため余命幾許もないことを悟り、愛
蔵
の
図
書
を
そ
れ
ぞ
れ
然
る
べ
き
所
へ
寄
贈
の
た
め
淡淡として処理された。四高が受けた分は千
七百六十冊、数としては多い方ではないが且
つては教鞭をとり、更に校長として幾多の人
材を養成した前任校へは粒選りのものを用意
さ
れ
た
の
だ
と
聞
い
て
い
ろ
。
先
生
は
東
大
理
学
部
卒
、
専
攻
は
数
学
で
あ
る
が、寄贈書には数学関係は少く殆んど本邦の
近世史科と地誌に限られている。然も洋木よ
り写本である和装木が多い。例えば「武家秤
論」「故事間書」「竹圃雑志」「雑話筆記」「遺
老物語」「鳩巣雑記」「閑窓雑話」蝉が挙げら
れる。先生は歴史の研鍛よりも光賢の遺風に思い
を
ぬ
ぐ
ら
し
、
国
の
治
乱
興
亡
の
跡
を
尋
ね
る
た
め
に
集
収
調
査
さ
れ
た
の
で
、
手
と
り
早
く
言
え
ば
刊
木でも十分間に合いそうに思われるのに、一
点一点写本と対校されたところに雌しざがあ
る。東北大学総長の頃はこれら写本類の校合
や
書
入
は
深
夜
か
ら
暁
に
か
け
て
行
わ
れ
た
と
の
こ
とである。今も「老人雑話」「退私録」「立斉
旧聞記」「講家前太平記」「東遷推業」「黒川》
家
譜
」
「
武
家
昔
話
」
な
ど
に
先
生
の
朱
筆
は
数
え
切
れ
ぬ
程
見
ら
れ
ろ
。
蔵書印は「江月照松瓜吹」と各冊に押され
てあるが、これは謡曲「弱法師」の中の語句
で、宝生流の述人であった先生の片鱗を示す
も
の
で
あ
る
。
この文庫は昭和二十五年三月、金沢大学に
接受された。
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